
2021年（令和３年）４月18日　　（4）第251号 あ か し 市 議 会 だ よ り

北　川　貴　則（維新の会）
①コロナに負けない生活支援と福祉の充実　
②雇用、所得増につながる地場産業育成
大　西　洋　紀（未来明石）
①新型コロナウイルス禍における市民の安全・
安心確保
榎　本　和　夫（自民党 真誠会）
①福祉人材の確保・育成
尾　倉　あき子（公明党）
①骨髄等移植ドナー支援事業の推進  ②路線バ
ス藤江周辺線再編地域への移動支援
楠　本　美　紀（日本共産党）
①ひきこもり支援　②介護保険制度の充実　　
③コロナ禍での生活困窮者施策
吉　田　秀　夫（フォーラム明石）
①働きやすい職場環境の整備　②技術職員の人
材確保と育成　③新型コロナウイルス感染症対策
竹　内　きよ子（明石かがやきネット）
①新型コロナ禍における教育現場での子供たち
の環境整備　②新型コロナ禍での妊婦の感染症
対策・支援　③地域における小学校就学前の子
供を対象とした多様な集団活動事業の支援
家根谷　敦　子（スマイル会）
①医療的ケアが必要な重度心身障害児への支援
②視覚障害者への情報保障
丸　谷　聡　子（未来明石）
①ヤングケアラーへの具体的な支援　②自然に
もやさしいまちづくり　③持続可能な財政運営
をするための「明石市公共施設等整備保全基金」
創設
寺　井　吉　広（自民党 真誠会）
①公共施設の在り方と今後の福祉施設の整備　
②災害に強いまちづくり　③障害者雇用
国　出　拓　志（公明党）
①高齢者の移動支援　②外国籍等の児童生徒の
ための日本語習得支援　③放課後児童クラブ　
④新型コロナウイルス対策
林　　　健　太（自民党 真誠会）
①ブロックチェーン等の新しい技術を使った取
組　②介護保険料　
松　井　久美子（公明党）
①自治体ＤＸ（デジタル・トランスフォーメー
ション）推進　②「2050年カーボンニュート
ラル」実現のために、再生可能エネルギーの導
入を　③男性職員の育休取得促進を
石　井　宏　法（自民党 真誠会）
①水道事業
飯　田　伸　子（公明党）
①がん患者アピアランスサポート　②明石市営
住宅
辻　本　達　也（日本共産党）
①市政の懸案事項　②ＪＲ西日本との包括連携
協定　③市役所新庁舎整備　
宮　坂　祐　太（フォーラム明石）
①地方自治法の規定に基づく長期継続契約
林　　　丸　美（明石かがやきネット）
①こども医療費助成事業　②新型コロナワクチン
接種事業　③防犯・見守りのための防犯カメラ

　
３
月
２
日
、
３
日
、
４
日

の
本
会
議
で
は
、
18
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
求
め

ま
し
た
。
発
言
者
と
質
問
項

目
の
一
覧
は
下
段
に
、
主
な

内
容
は
４
面
か
ら
６
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
本
会
議
の
録
画
映

像
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

発　言　者　一　覧
−発言順−（　）は会派名

※所属会派は３月21日現在

問　
年
末
年
始
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

が
急
増
し
た
こ
と
に
よ
る

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
は
、
臨
時
休
校
期

間
の
学
習
の
遅
れ
を
取
り

戻
す
た
め
に
、
夏
季
休
業

 

期
間
の
短
縮
や
時
間
割
の

組
み
替
え
、
行
事
の
見
直

し
等
に
よ
り
、
授
業
時
間

数
を
確
保
し
た
。
ま
た
、

国
の
補
助
を
受
け
、
学
習

指
導
員
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

 

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す

る
な
ど
、
学
び
の
支
援
を

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
っ
て
、
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
し
、

学
習
活
動
の
充
実
を
図
り
、

非
常
時
に
は
個
別
学
習
の

教
材
と
し
て
今
年
４
月
か

ら
運
用
す
る
た
め
の
環
境

を
整
え
て
い
る
。

　
　
中
学
１
年
生
の
35
人
学

級
の
導
入
の
目
的
は
、
小

学
校
か
ら
の
学
び
の
接
続

を
円
滑
に
す
る
こ
と
だ
が
、

学
級
数
が
増
え
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
新
た
に
教
員

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
県
教
育
委
員
会
な

ど
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

医
療
現
場
の
混
乱
を
受
け
、

市
民
病
院
の
医
療
体
制
の

強
化
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
で
は
、
年
末
年
始

に
感
染
症
患
者
が
急
増
し
、

 

入
院
調
整
の
患
者

 

が
多
数
発
生
し
た
。

　
　
市
民
病
院
で
は
、

重
症
患
者
を
受
け

入
れ
る
医
療
機
関

の
満
床
に
伴
う
対

応
や
、
県
か
ら
の

さ
ら
な
る
病
床
確

保
の
要
請
に
よ
り
、

中
軽
症
者
の
病
床

を
20
床
か
ら
23
床

に
増
床
し
た
。
ま
た
、
民

間
病
院
か
ら
応
援
派
遣
を

受
け
、
看
護
師
の
負
担
軽

減
を
図
っ
た
ほ
か
、
市
民

病
院
の
感
染
症
病
床
を
確

保
す
る
た
め
、
回
復
後
も

引
き
続
き
入
院
が
必
要
な

患
者
の
転
院
先
の
調
整
を

行
っ
て
い
る
。
市
と
し
て

も
転
院
を
受
け
入
れ
る
病

院
に
支
援
金
を
助
成
し
て

い
る
。

　
　
今
後
も
県
や
市
内
医
療

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

市
民
病
院
の
感
染
症
病
床

を
確
保
す
る
た
め
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

新型コロナの医療体制強化
市民病院の病床を増床

転院受け入れ先に支援金も
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問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
生
活

困
窮
者
へ
の
支
援
の
現
状

と
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
く
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
景
気

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

本
来
、
大
人
が
担
う
と
想

定
さ
れ
て
い
る
家
事
や
家

族
の
介
護
な
ど
を
日
常
的

に
行
っ
て
い
る
18
歳
未
満

の
若
者
の
こ
と
で
あ
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
、
そ

の
境
遇
に
よ
り
将
来
の
夢

を
諦
め
る
な
ど
、
そ
の
後

の
人
生
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
た
め
、
市
と
し
て
適
切

な
支
援
が
で
き
な
い
か
。

答　
市
は
、
子
ど
も
が
多
く

の
時
間
を
過
ご
す
学
校
に

お
い
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
対
す
る
認
識
を
広
め
る

と
と
も
に
、
教
職
員
の
気

付
き
の
力
を
高
め
る
こ
と

で
子
ど
も
の
様
子
を
十
分

に
把
握
し
、
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
考
え
だ
。

　
　
今
後
は
、
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
保
護
者
や
子
ど
も

の
支
援
だ
け
で
な
く
、
家

族
全
体
の
支
援
の
在
り
方

を
庁
内
関
係
部
署
を
は
じ

め
、学
校
、こ
ど
も
財
団
、

地
域
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
関
係
機
関
と
共
通

認
識
を
図
る
と
と
も
に
、

各
組
織
が
横
断
的
に
検
討

で
き
る
会
議
体
等
を
設
置

し
、
対
応
す
る
考
え
だ
。

問　
視
覚
障
害
者
の
情
報
保

障
に
つ
い
て
、
市
の
取
り

組
み
と
考
え
を
聞
く
。

答　
視
覚
障
害
者
へ
の
対
応

は
、
全
盲
や
視
野
欠
損
な

ど
障
害
の
程
度
や
点
字
が

読
め
る
か
ど
う
か
な
ど
に

よ
り
内
容
が
異
な
る
。
そ

の
た
め
、市
の
郵
便
物
は
、

宅
の
家
賃
相
当
額
を
支
給

す
る
住
居
確
保
給
付
金
に

つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

の
相
談
件
数
37
件
、
受
給

件
数
２
件
か
ら
、
２
年
度

は
１
月
末
時
点
で
相
談
件

数
５
７
３
件
、
受
給
件
数

60
件
と
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。
こ
の
状
況
に
対
応

す
る
た
め
、
補
正
予
算
を

計
上
す
る
と
と
も
に
担
当

の
悪
化
に
よ
り
、
生
活
困

窮
者
に
包
括
的
な
支
援
を

提
供
す
る
生
活
再
建
支
援

担
当
窓
口
へ
の
相
談
が
増

加
し
て
い
る
。
特
に
離
職

や
廃
業
し
た
人
へ
賃
貸
住

職
員
を
２
人
増
員
し
、
相

談
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
市
独
自

の
17
の
支
援
事
業
に
よ
り
、

ひ
と
り
親
世
帯
や
高
齢
者
、

障
害
者
等
、
多
く
の
市
民

に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行 

っ
て
い
る
。

　
　
今
後
も
生
活
困
窮
者
の

希
望
に
寄
り
添
う
丁
寧
な

支
援
を
進
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
困
窮

　

 

支
援
窓
口
へ
の
相
談
が
大
幅
増

職
員
を
増
員
し
体
制
を
強
化

　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
た
め
に

４
月
か
ら
１
人
１
台
の
端
末

　
中
学
１
年
生
を
35
人
学
級
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

家
族
を
介
護
す
る
若
者

　
適
切
な
支
援
が
必
要

希
望
者
に
は
封
筒
に
点
字

表
記
を
し
、
点
字
の
説
明

文
を
同
封
す
る
な
ど
、
個

別
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
読
み
上
げ
機
能
を
付
け
、

チ
ラ
シ
に
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
読
み

上
げ
が
可
能
な
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド（
音
声
コ
ー
ド
）

を
印
刷
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
も
進

め
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
高
齢
者
や
障

害
者
の
日
常
生
活

の
緊
急
支
援
と
し

て
実
施
し
た
サ
ポ 

ー
ト
利
用
券
の
送

付
で
は
、
封
筒
に
点
字
シ 

ー
ル
を
貼
り
、
希
望
に
応

じ
、
点
字
で
の
説
明
文
や

音
訳
Ｃ
Ｄ
を
同
封
し
た
。

　
　
今
後
も
新
た
に
開
発
さ

れ
た
情
報
ツ
ー
ル
な
ど
を

研
究
し
、
状
況
に
応
じ
た

情
報
保
障
を
進
め
て
い
く
。

中軽症者病床を23床へ増床

やさしいまち明石

視覚障害者への情報保障

点字や音声も活用

希望者には封筒に点字表記




